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調査目的

本県太平洋岸に棲息するホッキガイは年々漁獲の被少をきたし，その対策として禁漁区の設定，

他県産稚貝の移殖の二つの方法がとられている。本年は移殖用稚貝の自給の可能性及び移殖後の稚

頁の生長状況を明らかにするため本調査を実施した。

篭L

調査内容E 

昭和43年5月25--26臼・ 8_g 27日・ 11月14 調査期間(1) 

八戸市及び三沢市地先調査場所

調査項目

付)稚貝分布調査

(吋移殖貝再捕

(2) 

(3) 

(イ)稚貝分布調査は田村式採泥器で泥をとり 1mm EIの宮市を通して稚貝を採集した。

(ロ)成長の採捕はホツキ桁細を使用した

調査結果

稜貝の分布調査は図1の三菱製紙前から蕉島まで 10点について行った.得られた稚貝で生き

調査方法(4) 

E 

付)

ているのはサラガイ，エプパカガイのみでホッキガイの死般が僅かに2個得られただけであっ

た。 1962年11月の調査の際は八戸市白銀付近(調査点 1日付近)が大量発生の場所であっ

たが，埋立望号により失なわれてしまい今回の調査綜果ではそれにかわる大量発生場所はないこと

がわかった。

移殖貝の採錨

三沢市鹿中地先において 19 6 8年5月移殖したホツキ具の再捕を試みたが，結果としては失

(ロ)

:: 

欺に終った。 ailち謁査の育長率を高めるため動力船による曳網を準備したが，桁網とライシホーラ

ーの諦lJ(曳網速度)がうま〈とれず，移殖貝は再始、出来なかった。
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権兵論査

1 9 6 2年 11Aにこの地先のホツキガマ資源調査を行っている治主今までの大鼠発生場所で

あり好漁場であったところは埋立て又は竣諜により峰、てて失なわれてしまい，これにかわる場所は

今回の調査制調では見当らなかった。今後ホツキ資諒の甑養のため稚具の自然発生を期待するな
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5のような条件を満たす底質を何らかの方法により作り出す方法があろう。図2，らば表2，

1 9 6 8年5月25日に十勝、沖地震の被害書記査の一部としてホッキガイの現存祭を調査した

がその結果は次のとおりである。

f 9 6 <:年

わ)

1 9 6 8年

67--144俗4 --1 3 五戸川地先

、、

6 6個

(伺数は 1日om2当り〉

この地域は 5年間禁漁区にしていたところであり，地震により或る程度流失したとしても明 ι

らかに棲息個体数は増えており，禁漁による効果は大き〈出ている。

7 五守向、，奥入瀬/11地先
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ホッキガイ梼息地の底質

校度組成

もて 南央拘汰 個端主
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